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府の介入が強化されると現代の学校教育では学ぶ。後水尾天皇の父は後陽成天皇で、豊臣秀吉の政権 権威付けとの利害が一致し、朝廷の復権につとめた。家康を征夷大将軍に任命したも後陽成天皇である。家康は秀吉 は異なり朝廷 支配を強め、後水尾天皇 時代 元和元〈一六一五〉年に禁 並公家諸法度を制定する。政権は幕府が行い、天皇は文化を担うという構図である。しかし、藤田覚氏『江戸時代の天皇』
（２）
によれば、
禁中並公家諸法度第一条 、天皇は 下国家に関わる学問をせず、自然や風流を愛でる和歌をおさめると規定し、政治から遠ざけて和歌の世界に閉じ込めたという近代以降の通説に対し 、天皇は、よりよい政治のための学問 我 国の習俗の和歌をおさめるという中世以来の朝廷側 論理 踏まえたとする。すなわち、天皇は日本国王としての学問 ことを含意する。さらに藤田氏 、幕府 政治的に骨抜きにされた後水尾天皇から、尊 攘夷として存在感 示す孝明 までの間にどのような天皇観の変化があったのかを解き明かす。そ 時に注目するのが、江戸後期の光格天皇である。藤田氏は光格天皇時代、天明の飢饉で困窮した人々が、幕府の対応に業を煮や
して直接御所に詰めかけ救済を求めた「千度参り」に、尊皇攘夷の萌芽があることを指摘する。尊皇攘夷の引き金になるためにも、担ぎ出す天皇に存在感が増す必要である。禁中並公家諸法度の制定で、中世以来の天皇観を受容して朝廷と公家を統制しようとした幕府の構図が、このように朝廷の政治的な存在感を生み出すことを胚胎していたのである。さらにさかのぼって、後水尾天皇の没後、四代将軍家綱、五代将軍綱吉時代の霊験天皇は、多くの朝儀再興を行ったことで知られる（三章で後述） 。朝儀再興のための経済的な支援を幕府から受け、同時 公家統制の介入も受けることになる。しかし、一方的 公家が幕府の介入を受けるだけでなく、幕府も たとえば 康の神格化の称号「東照大権現」を朝廷からうけ るなど、天皇による権威付けを必要としていた。さらに、天皇と将軍の序列につ て、藤田氏は、十八世紀前期の新井白石 荻生徂徠のそれぞれ異なった立場の天皇観を紹介しつつ、白石、徂徠ともに 徳川家は皇の臣下であるという認識であったと指摘する。
（３）
そして、





し、天皇―将軍家―将軍家が収める天下という構図（主従関係）が江戸時代の常識であったならば、 「妹背山婦女庭訓」の二段目「芝六忠義の段」の悲劇はより明確に浮かび上がる。　「芝六住家の段」では、藤原鎌足の密命を受けた猟師の芝六が、蘇我入鹿を討伐するために必要な「爪黒の雌鹿」の生き血を得るため、法度 破って春日大社 鹿を殺す。また、芝六は、蘇我入鹿に帝位を追われた 智天皇もかくま ている。そのため、芝六は 殺しも天智天皇をいただく世に復すためであ と当初から認識して行動をしていたとの誤読が重ねられてきたと内山美樹子先生は指摘する。
（４）
芝六は、藤原鎌足の命を受け




内容や意図を問うたりするこ は許されない。臣下 すのみである。ここで近世期中期の天皇観、す わち、天皇 もとに、徳川家があり、その徳川家の下に大名家や家臣団が存在する構図を作品にあてはめると、天智天皇の下に、藤原鎌足
おり、その鎌足に芝六が従う。もし、藤原鎌足とともに天皇を守護する芝六が、実子の命を奪ってでも天皇への忠義を貫いたならば、その行為は報われたであろう。しかし、藤原鎌足と芝六は、天智天皇を共に支えて共闘しているのではない。忠義を尽くす藤原鎌足に密命の本当の意味も知らされずに死罪と極まる鹿殺しを引き受け、最初から信用されていない中 実子を我が手にかけてまで鎌足に忠心を示さねばならぬからこそ、芝六の悲劇がある。　
天皇家を各大名が等しくいただく構図になるのは、徳川家が












の天皇観、すなわち、天皇の臣下としての将軍家、それに従う諸侯という構図に照らし合わせるとわかりやすい。 「妹背山婦女庭訓」の冒頭では、天智天皇のもと、藤原鎌足と蘇我蝦夷子が、第一の臣下の地位を争っている構図にある。天智天皇に反する父蝦夷子に従わない入鹿は父を討つが、入鹿の本心は自分こそが「万乗の主 となることであった。天智天皇―藤原鎌足―諸侯という理想 構図がくずれるが、二段目 鎌足 その命を受けた芝六一家の行動 より、 客は理想の構図 間もなく復することを予感しながら三段目をみる。その三段目 冒頭は、太宰の館から始まる。太宰家 後室定高は 禁裏守護として入鹿を迎え、入鹿のいる ころこそ内裏 して この時点で、太宰家の後室は、大判事親子が初段、二 で腐心して守ろうとする天智天皇―藤原鎌足―諸侯という構図では い秩序の中心にいることが明確に描 れる。入鹿に従 太宰家の後室定高は、入鹿に反して天智天皇に服す という高いハードルよりも、まず 入鹿の命に従い 家が安定して継承される選択肢をも視野に入れて行動していると理解する方が近世期の観客にとっては自然であろう。一方、大判事の方は、久我之助 藤原鎌足のもと、天智天皇やそ 想い人の采女 救出に奔走していることを把握するにことにより、天智 皇の下 、その下の大判事家という構図の中での行動を迷いなくと 。川 挟ん





を受けているが、武家の官位を授与する権限は天皇のみにあった。ただし、近世期の天皇が自由に官位を授与するのではなく、将軍の決定を追認し、承認する文書を発行するだけである。しかし、こ 手続きが完了してこそ、 が公的なも になるため、官位は天皇から授与されたもの、という意識が強く残った。（８）
諸職人や芸能者、神職に授けられる官位も、朝廷から補任
















































における天皇家の神事である大嘗祭や新嘗祭について 一般庶民に拝見は許されないが、天皇即位式には儀礼に参列す 公家とは別の門が開放 、禁裏内 南庭で見学がゆ され、即位式拝見のための切手が配られたことなどを明らか した。なお、庶民階層の見学は許可されても、僧尼、法体姿、父母 喪 服す者（重服） 、親類 喪に服す者（敬服） 入場は、神事 厳格さや神聖性を強調し、穢れや仏教的な様相が禁忌視されたた













来の熱心な朝儀再興も関係するだろう。たとえば、五代将軍綱吉時代 元禄七〈一六九四〉年に霊元天皇が復活した勅祭である葵祭は、京都の町にはすっかり根付き、安永九〈一七八〇〉年に刊行された『 名所図会』の賀茂の葵祭の挿絵には雅びな行列を敷物の上に正座して観覧する女性や若衆の姿が描かれるとともに、その後ろ 宴会でもしてい のか談笑をして戯れる男性も描かれ 厳粛 とともに身近な楽しみとなっているこもうかがえる。　
さらに、朝廷や公家の暮らしぶりが具体的に装束などビジュ





の後急速に民間に普及していった。民間の雛祭で、紙雛や土雛、蛤の器を並べていたものが豪華な雛道具になっていったことは、慶安二〈一六四九〉年の禁止の触れから推測される。大名家の子女が婚儀に際して、豪華な婚礼調度とそれを模した 道具を持参した 、これと同様のものが町人層の間に流行した である。これらの雛人形が、衣冠束帯 衣裳雛になるのは十八世紀に入った頃で、幕府は元禄十七〈一七〇四〉年 衣冠束帯の衣裳雛を規制した。享保期には七〇センチに 及ぶ大型の享保雛が登場し、享保期を通じて再三禁止令が出る。宝暦九〈一七五九〉年には、幕府の雛人形 取り締まりに応じて、江戸では京都で製作された雛人形 移入を自粛し、京都からの雛人形の技術者が江戸へ移住、明和末から安永にかけて江戸の人形師の原舟月が、現代の親王雛の原型とさ る古今雛を完成させたとされる。雛人形と道具 果たす 公家文化が町人 浸透する受リセプター
け皿の役割を決して小さくみていない幕府が警戒するほどに、






















これによると、中世までの公家における音楽・和歌・書道を中心として「みやびやかな朗らかな」女性をはぐくむ教育や 武家における「勇武と貞操を重んずる」教育から転じて、近世期には、儒教哲学を背景 した「道徳教育 、室町時代以来 伝統的な女子教育として「躾・身だしなみ」 、家族制度の存続強化がはかられた新 い社会情勢に即して「主婦としてのあるべき姿」を柱におくとす 。武士階級では「名誉と 風において夫を代表する任務を課せら た」とする。まさに、三段目の太宰の後室定高の行動原理がここにある。定高は、夫ならどうするかを想定して、家の存続の めに娘雛鳥を入鹿に入内させ
る選択肢をも入れて行動した。さらに、石川氏は庶民階層の教育では、家業 夫とともに分担し、共同体を築いていくところに使命があったとする。そして、武士の場合も庶民の場合も、家庭の内部において、やがて嫁 実践することを前提として教育が行われたという。　
明和四年刊『女庭訓御所文庫』は、石川氏の往来物の分類に
よると「消息型」の教育書で、 「あの場・この場、あの時・この時に必要な消息文を、そのままのかたちで手習わせる」ための手本である。正月から十二月 四季折々の手紙の文例が掲載されているが、平安貴族の女官名を使用しており、三章でみ公家文化の庶民への浸透はこ ような女子教育書にもみられる。本書は、 「紫式部石山記」といった文学や「源氏和歌貝合の図」などを絵入で紹介した部分が六丁半あり、それに続く消息文の本文の頁は、下部四分の三に消息文が記され 上部四分の一に教訓型の道徳的な事項が記される。 『女庭訓御所文庫』内題（扉題）の添え書きに「御家当流女躾方」 「万葉 訓女宝鑑」とあるのはこ 構成 踏まえたも である。上部 教訓項目はまずは「女庭訓躾方」から始まり、次いで「玉章のはじまり」 「女信の道を守事 と続く。お三輪の「女庭訓躾方」発言は、まさに明和四年『女庭訓御所 庫』をさ てい　「女庭訓躾方」には「女の作法上つ方には様々芸能ありといえども、幼き時よりいやしき事見せず、よき事を見習い」 「第一父母につかへ孝行をつくし兄をうやまい弟をなつけ申すべし」と、類書に一般的な記述 続 、特に男女 交り ついて
―26―
研究所紀要 8 号　東　三校
詳述する点に特色がある。 「兄弟の類、男たるものと同じ座をいたすことあやまり也。同じおなごの友達を求めて遊ぶべし」「父母のゆるしをうけて嫁入をすべし父母ゆるしなきに己が心にまかせ色にふけり淫乱をもととする事おおきなる過ち也」「男の方にゆかばなるほど貞女の道をたて夫をたいせつに思い夫を主のごとくに思いか そめに あなどらぬようにすべし」「さて舅姑につか る事ずいぶん心をつくし申すべし」 「男いかようにあたるとも女としてうらみずりんきいたさずわが身を清く保つべし」 「かようの類これより末につぶさに書けり
　
よく
よみあはせ見たまふべし」これ つづいて、 「さて ひと のおつとを大事に思い、よの方に心をかよはさ たとえ、その夫、死し、失せたりといふとも、かさねて男は持たぬものな 」して鴛鴦や、つばめ（つばくらといふ鳥は二羽の夫をかさねざる鳥なり）の例を出し、 「 かるに人間 してみだりに色に迷い淫乱にふけるは鳥よりもおとりなり」 続ける。お三輪が恋する淡海（求馬と名前 変えて 三輪 馴じみを重ねる）を、橘姫にとられた時の発言は 本書の教訓部分の冒頭で触れ この件を踏まえているのではあるまいか。　
観客は江戸中期の女子教育で刊行された話題の書を思い浮か







































和八年正月に「妹背山婦女庭訓」が初演される。京都で起き宝暦事件と江戸の明和事件は、即位 拝見や雛人形の統制など、庶民が楽しみにしていた朝廷に関連する行事に暗い影をおとしている。内山美樹子先生は明和八年十二月 初演された「桜御殿五十三駅」に、宝暦明和事件が明確 意識されると指摘す（
26）
明和六年暮れから明和七年初めにかけて扱った大坂落城も















を明らかにしてきた。それによって、現代の観客が「初演当時の何 知 ないのか」も明白になった。作品の主題に直接関わらない、作品中に点在する近世期の事象も現代の観客が古典に向き合うには重要な情報だ。それをかき集めることによって典芸能の中に現代の観客 通底するものを見つけ、新しい上演の意義を見いだすことになる。（１） 『浄瑠璃史 十八世紀』 、一九八九、勉誠社。（２）藤田覚『江戸時代の天皇』天皇の歴史六、二〇一一年、講談社。





（７）前掲、注（１）五〇一頁。（８）前掲、注 ２ 藤田 一九九―二〇〇頁。（９）安田富貴子『古浄瑠璃―太夫の受領とその時代―』一九九八年、
八木書店。
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27）前掲、注（２ 一七三―一七四頁。 これは、 内山美樹子先生が、
妹背山の主題に「古代へのロマンや憧憬を感じている」という指摘と一致している。 （前掲、注（
18） ）
